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に 13 員環の開口部を構築した化合物 1 を合成し，そ
の構造を X線結晶構造解析により決定した。次に，C70
開口体 1 に対する水分子の挿入反応を検討した 
(Scheme 1)。この反応では，熱的に開口部から水分子
が脱離することにより，1の開口部が 16員環に拡大さ
れた 2 が発生した後，水分子が C70骨格内部に導入さ




圧（9000 気圧）を作用させると内包率 24%で H2O@1
が生成したが，C60の場合と比較して水分子の導入が困難であることがわかった。この理由について考
察するために，アルゴン原子の導入をモデル系として理論計算をおこなったところ，開口 C70誘導体 1’















別の化合物 4 が 36%収率で生成することがわか
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